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I N T R O D U C T I O N

はじめに ―　問いから始まる能力の開花

Coaching Lightが考えるコーチングの本質は「適切な問い」を通して、人や組織が本来持っている能力や可能

性が発揮される道のりを拓いていくことです。

適切な問いは、自己理解（Self-awareness）を深めるきっかけとなります。

自分でも気づいていなかった、あるいは意識していなかった自分自身への理解が深まることで、これまで当た

り前だと思っていた考え方や無意識の前提（Belief）を客観的に認識できるようになることがあります。そして、

それらに基づき、まるで飛行機の「自動操縦」のように無意識のうちに思考・行動していた自分に気づくことが

あります。

そうした思い込みや前提（Belief）を見つめ直しとらえ直す過程で、視点が変わり、行動の選択肢が広がり、自ら

の行動をより意識的に選択できるようになります。

このような「気づき」の積み重ねを通して、すでに持っていながら十分に発揮されていなかった能力や可能性が

自然と発揮されるようになります。さらに、自分自身や組織への気づきが深まり、気づき・選択・行動が同じ方向

へと収斂していくことで、ばらばらな方向に使われていた力を望む方向へ集中できるようになります。その結

果、より少ない力で望む成果を最大化し、個人や組織のパフォーマンスの最大化につながります。

コーチングは、その一連のプロセスを「問いと対話」を通して拓き、その道のりに伴走するアプローチです。
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O U R  A P P R O A C H

Coaching Light のアプローチ

一人ひとり、または組織ごとの課題に合わせたオーダーメイド設計

研修や講演は、組織ごとの課題や目的を丁寧に伺った上で、最適と思われるアプローチやプログラムを一つひと

つ設計しています。画一的なプログラムではなく、それぞれの組織に最適な学び、そして結果を目指します。

対話を通して、自ら考える力を育む

知識を一方的に伝えるだけではなく「問い」や率直な対話を通して、自ら考え、気づきを深めるプロセスを大切にし

ています。その後の日々の仕事や人生においても、自ら問いを立て、自分自身との対話から思い込みや無意識の前

提に気づく。そのうえで、主体的に選択する習慣を育むことを目指しています。「魚ではなく、釣り竿を渡す」という

考え方を大切にし、その場限りの講義や研修ではなく、その後も長く活用できる思考と成長の土台を育みます。

日々の仕事につながる実践的な学び

研修やグループ・コーチングで得た気づきを、日々の仕事やマネジメントの中で実践につなげられるよう、現場の

実情を意識した内容を設計しています。単なる知識の習得ではなく、実際の現場でより意識的に行動する力を育

む実践的な学びを重視しています。目の前の出来事に反応するだけではなく、より意図的で意味のある対応を選

択する習慣を育み、チームや事業の中長期的な発展につなげることを目指します。

「正解」を教えるのではなく、「問い」を育てる

組織や人を取り巻く環境が大きく変化する時代において、重要なのは一つの正解を学ぶことではなく、自ら問いを

立て、物事を整理して捉え、答えを見出し実践していく力です。Coaching Lightでは、問いと対話を通して思考を整

理し、より明確な視点を得るための場をつくるとともに、思考の枠組みやガイダンスも提供します。

講演からワークショップまで柔軟に対応

講演、研修、グループ・コーチング、ワークショップなど、ご要望や対象に応じて柔軟に設計・実施いたします。
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T I M E  W E L L  I N V E S T E D

「質の高い時間」がチームの未来をつくる

日々多くの判断や期限に向き合うマネジメント層やプロフェッショナルにとって、「質の高い時間」とはどのような時間で

しょうか。Coaching Lightでは、それを「一見緊急でない課題だが、本来は重要な課題に意識的に取り組む時間」と定義

しています。

日々の業務に追われる中では、目の前の課題への対応が優先されます。そのため、中長期的なビジョンや人材育成、チー

ム・組織づくり、自身の成長といった本来重要なテーマに十分な時間を確保することは容易ではありません。その考え方

を整理する代表的なフレームワークが「アイゼンハワーマトリックス」です。

アイゼンハワーマトリックスは、タスクを「重要度」と「緊急度」の2軸で整理し、優先順位を可視化するフレームワークです。

目の前の「緊急なこと」に追われがちな日々の中で、「重要だが緊急ではないこと」に意識的に時間を使うことは、特に組

織や人を導く立場にあるマネジメント層やプロフェッショナルにとって非常に重要です。

この領域にあるテーマは一見「緊急」には見えなくても、自分やチームが本当に目指す目的に沿った中長期的なビジョン

や成果をつくる上で、その中核となるものです。どこに向かって船を漕いでいるのか、どこへ漕いでいけばいいのかという

方向性がないままに、目の前のことをラットレースさながら追いかけ続けることは、やがて消耗するサイクルとなり、人や

組織の長期的な成長を妨げることにもつながります。

F INDING  YOUR  NORTH  STAR 自分の「北極星」を見つけよう

Coaching Lightでは、この「重要だが緊急ではないこと」に意識的に取り組む時間そのものを価値ある投資と捉えていま

す。それは、社会により大きなインパクトを生み出しながら、意味のある持続的な成長を目指すチームや組織にとって不可

欠な時間でもあります。

グループ・コーチング、研修、ワークショップ、講演を通して、この「質の高い時間」を意識的につくり、確保することをサポー

トします。そこで得られた気づきや視点を、その後の意思決定やマネジメント、組織運営へとつなげ、中長期的に大きな成

果を生み出すことを目指しています。
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C H A L L E N G E S  W E  A D D R E S S

こんなお悩みや課題はありませんか？

— 管理職が日々の業務や責任に追われ、本当に大切

なこと――人、自分自身、そして未来につながる中

長期的な課題――に向き合う時間や余裕がない

— 1on1を実施しているものの、形だけになっていた

り、単なる雑談の時間になっていたりする

— 部下の主体性を引き出したいが、どのように関われ

ばよいか分からない

— 管理職によってマネジメントやコミュニケーションの

質にばらつきがある

— チームや組織内のコミュニケーションを改善したい — 心理的安全性の高いチームをつくりたい

— 若手や後輩のチームメンバーとの関わり方を学び、

仕事へのエンゲージメントやモチベーションを維持

したい

— リーダー層に、周囲の人と本質的な対話をする力を

身につけてほしい

— グローバルに活動できるチームを育てたい — リーダー層の英語（または日本語）でのプレゼン

テーションやスピーチ力を高めたい

Coaching Lightがご提供できること

こうした課題に対して、Coaching Lightでは、組織や個人の状況に合わせたオーダーメイドのプログラムをご

提供しています。一方的に知識や答えを伝えるのではなく、一人ひとりが自ら考え、行動につなげていく力を育

むことを大切にしています。変化が早く、不確実性が増している現在だからこそ、その力が重要になってきます。

講演、研修、ワークショップ、グループ・コーチングなど、ご要望や対象に応じて最適な形式をご提案し、実際の

現場での実践につながる学びを提供します。

主なプログラム

✦ リーダーシップ・マネジメント ✦ エグゼクティブ・コーチング

✦ 1on1・対話力向上 ✦ ウェルビーイング

✦ 人材育成・キャリア開発 ✦ チームビルディング

✦ 心理的安全性 ✦ 組織コミュニケーション

✦ グローバルコミュニケーション ✦ 英語スピーチ・プレゼンテーション・発音

✦ ファシリテーション・モデレーション

※上記は一例です。ご相談内容や組織の課題に応じて、内容をオーダーメイドで設計いたします。
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P R O F I L E

講師プロフィール

村松まどか
Madoka Muramatsu

Coaching Light 代表 ／ Founder, Coaching Light

ABOUT

元報道記者（時事通信社）。その後、在日南アフリカ共和国大使館、在日オース

トラリア大使館などで広報・通訳・大使のスピーチライティングなど、国内外で

「伝えること」と「異なることば、文化、人の橋渡し」に一貫して携わってきた。

現在はCoaching Light代表として、エグゼクティブ・コーチングや発音・アクセ

ントコーチングに加え、講演・研修・グローバルコミュニケーション支援を通じ

て、人や組織がその目的に沿った可能性・力を最大限に発揮するためのサポー

トを行っている。

SELECTED  CAREER 主な経歴

QUALIF ICATIONS 資格など

上智大学外国語学部英語学科卒

米国・カリフォルニア大学バークレー校 交換留学（社会学）

時事通信社（記者／英文記者）　東京本社編集局社会部・那覇支局・東京本社編集局英文部

在日南アフリカ共和国大使館（通訳・広報）

在日オーストラリア大使館（広報・大使スピーチライター）

Coaching Light 設立

米・Mindvalley認定（ICF・国際コーチング連盟認定コーチングプログラム）ライフコーチ及び6 Phase Meditation

（6段階メディテーション）指導者

ORSC（Organization and Relationship Systems Coaching）システムコーチング基礎講座修了

TOEIC 990点（満点）

全米ヨガアライアンス RYT200
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Experience & Contact

講演・研修

内外情勢調査会 講師 自治体・企業・各種団体での講演・研修

エグゼクティブコーチング

経営者 管理職 医師 弁護士 その他専門職

グローバルコミュニケーション支援

英語プレゼンテーション・スピーチ・発音コーチング 国際会議・ビジネス・法務分野での通訳

日英ライティング・編集・翻訳支援

連絡先  ／  お問い合わせ先

COACH I NG  L I G H T

Website  coaching-light.com

Email  info@coaching-light.com

Instagram @thecoachmadoka

YouTube Coaching Light by Madoka
COACH ING - L IGHT .COM
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https://www.instagram.com/thecoachmadoka/
https://www.youtube.com/channel/UC1b3f6TXfo_bSsa_qdJc1bQ

